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ウシの育種改良にはMultiple Ovulation and Embryo 
Transfer（MOET）による体内胚を採取および移植す
る方法が取られている。しかし，過剰排卵処理による
胚生産はドナー牛の個体差や主席卵胞の影響を受け，
特にドナーの卵巣には様々な形態および機能を有した
卵胞が存在し，その卵胞のバラツキが過剰排卵処理に
対する反応性として表現されるため，採卵成績にバラ
ツキが大きく，一部のドナー牛では移植可能胚が採取
できないという問題がある。そこで，これらMOET
の問題を解決するために経腟採卵と体外受精を利用し
た胚生産（OPU-IVF）が考案された。ウシの IVF技
術には受胎率が低い，流産が多い，過大子の発生，分
娩兆候が弱いなどの問題点がある。このような背景の
中で，OPU-IVFの開発および実用化に取り組み，効
率的な胚生産技術として OPU-IVFを構築した。本講
演では我々が実施している OPU-IVFについて紹介す
る。
OPU後に新たな卵胞波による発育卵胞の多くが正
常卵子を育み，その優勢卵胞を機械的に除去すること
で 7日後の卵胞に存在する卵子の正常性が高くなる卵
胞発育同調法を見出した。次に，この卵胞発育同調法
を過剰排卵処理の前処理に使うことで，発情時の大卵
胞および採卵時の黄体数が増加することを報告した。
さらに，この卵胞発育同調と過剰排卵処理を組合せ
OPU-IVFの前処理として用い，形態学的に高品質で
あると判断出来る卵子の採取が可能であること，加え
て，実際に，採取した卵子が胚盤胞への発生能が高く，
かつ，発生した胚盤胞の細胞数が多く高品質である
ことを明らかにした。これらの技術を駆使し，OPU-
IVFによる胚生産はMOETよりも効率的且つドナー
への汎用性の高い胚生産技術であることを証明した。
また，本来胚生産が不可能と考えられる妊娠牛，性成
熟前の若齢牛および繁殖障害牛からも OPU-IVFを用
いて移植可能な胚が生産できることを実証した。さら
に，この OPU-IVFの応用技術として，8細胞期胚を
割球分離し，マイクロウェルによる培養で 2分離胚を
作製する方法により効率的な双子生産ができることを
報告した。現在は体内成熟卵子の採取および性選別精
子を使った OPU-IVFの開発に取り組んでいる。
一方，体外受精による胚生産技術では初期卵割で異
常を示す胚の割合が高いこと，異常を示した卵割のう
ち，特に第 1卵割で 1細胞から 3-4細胞へ直接卵割し
た胚が染色体数に異常を示す割合が高いことを明らか
にした。また，第 1卵割で異常の認められた胚は，そ
の後胚盤胞へ発育しても受胎率が低いことを明らかに
した。これらの知見をより発展および実証するため，
胚の卵割様式と胚発生をより正確に把握する必要があ
り，胚の個別培養と Time-lapse cinematography（TLC）
の応用を考えた。しかし，これまで TLCに対応した
胚の個別培養法は開発されておらず，ポリエステル
メッシュ，ニードルディプレッションおよびWOW等
を用いた個別培養法を検討し，射出成形型ポリスチレ
ン製WOWディッシュを開発した。このWOWディッ
シュによる個別培養法と TCLを用いることによって，
卵割速度，卵割様式および胚盤胞の酸素消費量を指標
にした IVF胚の選別が可能となった。さらに，この
方法で選別した胚の移植により 75％以上の受胎率が
得られ，しかも，生時体重において一般の体内胚由来
の産子と差がないという画期的な胚選別培養法を確立
した。
これらの OPU-IVFによる胚生産における知見は，
現在，家畜改良センターおよび県の研究機関における
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育種改良の現場で使用され，乳用牛および肉用牛の育
種改良に貢献をしている。さらに，卵割速度および卵
割様式などによる受胎性の高い IVF胚の選別により，
子牛の生産効率の向上に大いに貢献できるものとして
期待されている。
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